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男　　49310（一1ア）

女　　4，397（磁4〉
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雪はともだち川西雪まつり
　“雪はともだち”をうたい文句に、地域住民の直接参加に

よる『川西雪まつり』が3月5日・6日と実施され、2日問
でおよそ6，500人が集い、楽しみました。このまつりも
今回で8回を数え、一大イベントとして町の人たちの中に定
着しています。

　5日の前夜祭はあいにくの雪．しかし、集まった人たちは、

舞台で繰り広げる催し物や夜空をキャンバスに描く雪中花火

に、大満足をして拍手を贈っていました．

圃休日救急医
4月10日国促診療所（高原田）費68－2034
　　　（クリ＿ック川西）

　17日中条病院（中条）a57－3018
　24日富田医院（神明町）a52－3269
　29日池田医院（本町西）a52－2581

5月1日庭野医院（寿町）a52－2711
　3日大坪医院（四日町）a57－6100
　4日大島医院（川原町）a52－2957
　5日至誠堂医院（西浦町）費52－3276
　8日第2藤巻医院（上野）a68－2018



農業集落排水事業管路工事
　　　　　　　　　　　　（岩瀬地内）

　
川
西
町
が
、
平
成
六
年
度
に
取
り

組
む
主
要
な
施
策
と
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
指
針
で
あ
り
ま
す
、
第
四
次

川
西
町
総
合
開
発
計
画
後
期
基
本
計

画
の
三
年
次
に
あ
た
り
ま
す
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
町
の
良
さ
を

自
覚
し
、
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
積

極
的
な
対
話
と
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
を
基
調
と
し
た
「
今
創
ろ
う
新
し

い
川
西
も
の
が
た
り
」
の
仕
上
げ
に

入
る
年
度
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
え
た
、
平
成
六
年

度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
平
成

五
年
度
に
引
き
続
き
、
主
要
事
業
へ

財
源
の
効
率
的
重
点
配
分
で
取
り
組

ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
六
年
度
も
下
水
道
整
備
の

一
層
な
る
促
進
を
掲
げ
、
こ
れ
に
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
集
落
排
水
事
業
で
は
、
五
年
度
に

着
手
し
た
仙
田
地
区
に
お
い
て
、
い

よ
い
よ
処
理
場
工
事
が
二
か
年
の
予

定
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
に
管

路
工
事
を
合
わ
せ
た
事
業
費
は
六
億

五
千
六
百
万
円
と
な
り
、
同
地
区
の

事
業
展
開
は
ピ
ー
ク
に
入
り
ま
す
。

　
一
方
、
昭
和
五
十
九
年
に
供
用
開

始
し
た
上
野
地
区
の
処
理
場
に
つ
い

て
は
、
処
理
能
力
ア
ッ
プ
の
必
要
が

あ
り
、
一
億
五
千
万
円
の
事
業
費
を

投
入
し
て
改
造
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
千
手
地
区
の
特
環
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
妻
有
大
橋
を
経
て
十
日

町
市
の
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

三
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
管
路
工
事
を

主
体
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
事
業
費

は
、
六
億
二
千
万
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
工
事
が
完
了
す
る
と
、

平
成
七
年
度
か
ら
約
四
百
三
十
戸
が

水
洗
化
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
新
年
度
か
ら
、
合
併
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
理
的
条
件
な
ど
に

よ
っ
て
下
水
道
処
理
区
域
外
と
な
っ

て
い
る
九
区
域
・
百
八
十
世
帯
の
水

洗
化
を
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
よ

っ
て
取
り
組
む
補
助
事
業
で
あ
り
ま

す
。
六
年
度
は
室
島
と
田
戸
地
区
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
合

併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の
着
手
に

よ
り
、
町
の
生
活
排
水
処
理
施
設
整

備
体
制
は
す
べ
て
整
い
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
先
行

資
本
投
資
額
が
巨
額
に
な
る
た
め
、

住
民
各
位
か
ら
受
益
者
負
担
金
の
ご

負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

し
、
水
洗
便
所
の
改
造
に
つ
い
て
も

個
々
出
費
を
伴
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

工
事
施
工
箇
所
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

公
道
と
宅
地
内
で
あ
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
下
水
道
整
備
の
特
殊
性
を

十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
計
画
ど
お

り
の
工
事
進
行
を
ご
協
力
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
生
活
環
境
対
象
と
し
て

は
、
新
た
に
環
境
保
全
巡
視
員
の
制

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
向
に
後
を
断
た
な
い
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
に
対
し
て
、
町
と
し
て
も
巡
視

員
を
し
て
直
接
的
な
取
り
組
み
を
展

開
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
継
続
し
て
観
測
し
て
き
た
悪

臭
モ
ニ
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
、

施
設
整
備
や
管
理
状
況
を
現
地
に
お

い
て
確
認
し
、
悪
臭
源
を
断
つ
よ
う

に
図
っ
て
ゆ
く
悪
臭
パ
ト
ロ
ー
ル
。

こ
の
二
つ
を
新
規
事
業
と
し
て
進
め

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
保
健
医
療
面
で
は
、
診
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

所
の
木
曜
日
休
診
を
新
年
度
か
ら
解

消
し
ま
す
。
ま
た
、
五
年
度
か
ら
開

設
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
に
つ
い

て
、
開
設
日
数
の
増
加
と
内
容
の
一

層
の
充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
面
に
つ
い
て
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
か
ね
園
」
の
入

所
開
始
と
同
時
に
、
併
設
さ
れ
た
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
ま

す
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る

施
設
と
し
て
、
二
十
四
時
間
対
応
の

窓
口
体
制
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

在
宅
福
祉
推
進
を
濃
密
な
も
の
に
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
児
童
福
祉
面
で
は
、
現
在
の
保
育

料
基
準
を
何
と
か
下
げ
た
い
と
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
少
し
で

も
親
の
保
育
負
担
を
軽
減
し
て
「
地

域
の
宝
」
で
あ
る
子
供
た
ち
が
増
え

る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。
当
町
で

も
独
自
の
軽
減
措
置
に
取
り
組
み
、

国
の
基
準
に
対
し
て
二
〇
％
も
の
大

幅
な
減
額
率
を
も
っ
て
対
処
し
て
い

ま
す
。
な
お
一
層
の
改
善
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
の
代
行
工
事
と
し
て
実

施
し
て
い
る
「
孫
左
衛
門
橋
」
が
、

こ
の
秋
完
成
の
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
に
着
手
し
て
以
来
、

待
望
久
し
い
妻
有
大
橋
か
ら
県
道
ま

で
の
町
道
山
野
田
下
平
線
全
区
間
が

供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
町

の
進
展
に
大
き
な
追
い
風
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
流
雪
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
年
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へ度
か
ら
千
手
、
上
野
地
区
に
お
い
て

県
道
沿
い
に
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
そ
れ
に
合

わ
せ
、
流
雪
用
水
の
導
水
路
整
備
工

事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
ち
ょ
う
ど
十
年
を
迎
え
た
克
雪

住
宅
資
金
貸
付
制
度
も
、
既
に
百
八

十
八
戸
の
利
用
を
見
る
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
貸
付
金
利

を
引
き
下
げ
し
、
新
規
事
業
と
し
て

克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
克
雪
住
宅
の
新
築
、
改
良

に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を
発
足

さ
せ
る
計
画
で
、
千
三
百
二
十
万
円

の
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
積
極
的
な
ご
活
用
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
政
問
題

　
昨
年
十
二
月
、
コ
メ
市
場
開
放
を

は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
関
税
化
受

け
入
れ
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
私
ど
も
の
期
待
を
裏
切
る

も
の
で
あ
り
、
極
め
て
遺
憾
な
こ
と

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

今
、
町
農
業
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

を
自
分
た
ち
の
目
で
し
っ
か
り
と
直

視
す
る
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
、
県
の
動
き

を
十
分
注
視
し
、
　
「
川
西
町
農
業
」

の
進
路
に
誤
り
の
な
い
よ
う
し
っ
か

り
と
し
た
姿
勢
を
貫
い
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
林
業
事
業

　
農
業
農
村
活
性
化
長
期
構
想
の
推

進
に
向
け
、
川
西
ふ
れ
あ
い
の
里
づ

く
り
塾
、
町
生
産
組
織
連
絡
協
議
会

が
中
心
と
な
り
、
具
体
的
な
行
動
に

移
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
上
野
機
械
施
設

利
用
組
合
の
農
作
業
管
理
休
養
施
設

と
廃
オ
ガ
堆
肥
施
設
の
整
備
を
、
合

わ
せ
て
六
千
二
十
六
万
円
の
事
業
費

で
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
ほ
か
県
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
み

事
業
と
し
て
、
モ
チ
専
用
の
籾
乾
燥

調
整
施
設
を
一
棟
、
共
同
防
除
用
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
台
な
ど
、
六
千

四
百
五
十
一
万
円
ほ
ど
の
事
業
を
予

算
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
県
営
防
災
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
坪

山
・
長
福
寺
ダ
ム
と
も
五
年
度
末
の

工
事
進
捗
率
は
五
四
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
長
福
寺
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、

い
よ
い
よ
築
堤
の
事
業
が
開
始
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
県
営
の
か
ん
が
い
排
水
事

業
に
つ
い
て
は
、
中
央
管
理
棟
と
土

地
改
良
区
の
事
務
所
の
合
築
工
事
に

着
手
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
延
べ

六
百
五
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
事
業

費
一
億
七
千
七
百
万
円
で
建
設
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
き
の
こ
の
里
づ
く
り
対
策

衛F今秋完成予定の

と
し
て
取
り
組
む
特
用
林
産
産
地
化

促
進
事
業
で
は
、
ナ
メ
コ
生
産
施
設

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
業
対
策

　
商
工
会
館
の
改
装
工
事
に
財
政
援

助
を
す
る
と
と
も
に
、
町
商
業
振
興

構
想
の
具
体
化
を
進
め
る
な
か
で
、

商
工
会
に
対
す
る
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
事
業
な
ど
の
援
助
事
業
の
方

向
付
け
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
県
の
広
域
観
光
拠
点
づ
く
り
整
備

事
業
の
指
定
を
受
け
て
、
中
子
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
内
に
、
休
憩
施
設
・
広

域
観
光
案
内
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
、

「
観
光
交
流
会
館
」
の
建
設
を
予
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
川
西
町
が
「
い
で
湯
の
町
」

と
な
る
可
能
性
を
再
度
詳
細
に
調
査

す
べ
く
計
画
し
て
い
ま
す
。
調
査
の

結
果
、
有
望
な
湯
脈
が
見
つ
か
り
ま

し
た
ら
、
引
き
続
き
掘
削
に
取
り
組
　
　
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
面
に
つ
い
て
は
、
昭
和

三
十
九
年
三
月
に
建
設
以
来
す
で
に

三
十
年
が
経
過
し
た
川
西
中
学
校
の

体
育
館
を
、
危
険
改
築
事
業
と
し
て

建
設
い
た
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
高
床
式

の
二
階
建
て
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

ピ
ロ
テ
ィ
部
分
は
三
十
メ
ー
ト
ル
×

十
八
メ
ー
ト
ル
の
多
目
的
広
場
を
設

け
、
冬
期
間
で
も
軽
運
動
が
土
の
上

で
で
き
る
町
で
は
初
め
て
の
施
設
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
築

面
積
は
、
ピ
ロ
テ
ィ
部
分
を
含
め
て

四
千
三
百
四
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
と

な
り
、
現
在
の
千
五
百
九
十
四
平
方

メ
ー
ト
ル
を
は
る
か
に
超
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
の
た
め
と
地
域
に
お
け
る
現
状
の

公
共
施
設
機
能
の
補
完
を
合
わ
せ
、
か

つ
、
将
来
を
見
据
え
て
、
充
実
し
た
施

設
内
容
に
と
設
計
段
階
か
ら
企
画
し
、

予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
充
実
し
た
学
習
活
動

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
し
、
芸
術
文
化
活

動
も
拡
充
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑

賞
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
計
画
し

て
お
り
、
町
出
身
の
彫
刻
作
家
藤
巻

秀
正
先
生
の
作
品
展
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し

て
、
五
年
度
か
ら
発
足
し
た
「
か
わ

に
し
2
1
委
員
会
」
か
ら
の
提
言
を
受

け
て
、
　
「
地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
」
を
新
た
に
発
足
さ
せ
た

い
と
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
集
落
単
位
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
自
ら
の
考
え
を
実
践
を
し
て

い
た
だ
く
事
業
で
あ
り
ま
す
。
個
性

豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
の
取
り
組
み

を
町
で
は
積
極
的
に
支
援
し
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
か
ら
は
、
新
し
く
第

五
次
川
西
町
総
合
開
発
計
画
に
入
り

ま
す
．
そ
の
た
め
の
策
定
作
業
が
六

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
、

創
造
性
豊
か
な
町
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
と
も
献
身
努
力
を

し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
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総括

　
蕊
簿
議
嚢
建
糊
会
は
、
盤
辮
園
臼
塗
環
程
懇

終
驚
し
、
閉
嚢
欝
諜
態
難

　
馨
國
の
議
馨
の
顯
鎌
霧
、
灘
灘
釜
欝
に
鍍
施

馨
鷺
瀧
、
総
携
饗
疑
の
、
概
要
懇
お
纈
ら
難
じ
諜

鎌
．
、
嚢
聞
噸
礁
編
載
）

ど
う
進
め
る
か
中
子
開
発

　
　
　
上
村
晴
夫
議
口
貝

ω
中
子
開
発
・
温
泉
開
発
の
考
え
方

は
。

㈹
観
光
交
流
会
館
の
建
設
位
置
・
内

容
・
規
模
・
施
工
時
期
と
、
深
井
戸

掘
削
の
位
置
・
規
模
は
。
ま
た
、
中

子
開
発
・
温
泉
開
発
は
ど
の
よ
う
な

方
向
で
調
査
・
委
託
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。
節
黒
城
跡
と
の
連
絡
道
も

含
め
て
調
査
で
き
な
い
か
。

⑥
中
子
団
地
に
あ
る
農
地
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
、
今
後
の
中
子
開
発
に
ど
の

よ
う
に
関
連
す
る
の
か
。

　
　
　
南
　
　
雲
町
長

ω
中
子
台
地
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル

フ
的
な
施
設
を
集
積
し
た
、
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
建
設
を
、

節
黒
城
跡
周
辺
に
は
、
山
小
屋
風
別

荘
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
配
備

し
た
宿
泊
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
て
、
こ

の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
を
連
絡
道
で
一
体

的
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
滞
在
可
能

な
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
観
光
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
温
泉
開
発
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
温

泉
湧
出
の
可
能
性
を
調
査
し
、
特
定

地
点
が
得
ら
れ
た
ら
、
そ
の
中
か
ら

最
も
町
の
活
性
化
の
核
と
し
て
活
用

で
き
る
個
所
を
選
ん
で
掘
削
を
実
施
。

量
、
温
度
、
泉
質
を
見
極
め
た
上
で
、

利
用
計
画
の
策
定
を
し
た
い
。

大
平
開
発
課
長
ω
⑥
　
観
光
交
流
会

館
は
、
高
床
落
雪
式
・
木
造
平
屋
建
・

延
、
べ
四
百
三
十
平
方
材
で
、
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
中
央
駐
車
場
北
側

の
、
突
き
当
た
っ
た
左
側
の
荒
れ
地

部
分
を
予
定
。
軽
食
が
提
供
で
き
る

レ
ス
ト
ラ
ン
と
厨
房
、
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
i
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
、

六
月
上
旬
に
着
手
し
て
、
十
一
月
中

に
完
成
さ
せ
た
い
。

　
深
井
戸
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
二
面
あ

る
野
球
場
の
北
側
野
球
場
で
、
ゴ
ル

フ
練
習
場
側
の
山
際
を
考
え
て
い
る
。

口
径
二
百
五
十
、
、
、
リ
、
三
百
耕
の
掘
削

を
想
定
し
て
い
る
。

　
委
託
料
は
、
平
成
七
年
度
に
予
定

し
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
、
釣
堀
、

駐
車
場
な
ど
に
つ
い
て
調
査
、
測
量
、

実
施
設
計
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
節
黒
城
の
観
光
開
発
に
つ

い
て
は
、
中
子
と
一
体
的
な
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
作
り
出
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
二
つ
の
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ

連
絡
道
の
開
削
は
不
可
欠
で
あ
る
の

で
、
消
雪
後
早
い
時
期
に
現
地
踏
査

を
や
り
た
い
。

　
野
球
場
は
、
今
回
の
開
発
の
中
に

取
り
込
ん
で
計
画
し
て
お
り
、
個
人

の
農
地
に
つ
い
て
も
、
一
部
町
有
地

と
の
入
れ
替
え
を
お
願
い
し
て
、
タ

バ
コ
耕
作
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
ほ
か
、
現

在
荒
れ
地
と
な
っ
て
い
る
個
人
地
に

つ
い
て
、
賃
貸
借
に
よ
る
土
地
の
確

保
を
予
定
し
て
い
る
。

落
雪
式
が
な
ぜ
融
資
対
象
除
外
か

　
　
　
戸
田
哲
次
議
員

①
道
路
新
設
改
良
に
対
す
る
地
元
負

担
金
の
考
え
方
を
伺
い
た
い

②
克
雪
住
宅
貸
付
資
金
に
お
い
て
、

落
資
式
を
融
資
対
象
か
ら
除
外
し
た

理
由
は

　
　
　
南
　
　
雲
町
長

①
基
幹
的
な
町
道
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
的
な
整
備
が
終
了
し
た
と
受
け

止
め
て
お
り
、
受
益
者
負
担
廃
止
の

機
運
は
熟
し
つ
つ
あ
る
と
判
断
す
る
。

し
か
し
、
平
成
六
年
度
は
大
事
業
山

積
と
い
う
よ
う
な
財
政
事
情
に
も
あ

り
、
実
施
を
見
合
わ
せ
た
と
い
う
状

況
を
ご
理
解
賜
り
た
い
。

②
貸
付
対
象
に
し
て
い
る
経
費
が
、

雪
下
ろ
し
型
の
屋
根
と
比
べ
て
工
事

費
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
こ
と
、
敷

新
年
度
予
算
編
成
で
懸
念

　
　
　
柳
　
　
藤
作
議
口
貝

ω
地
方
交
付
税
の
高
い
伸
び
率
を
示

し
た
当
町
予
算
、
減
額
さ
れ
る
要
因

は
な
い
の
か
。

の
昨
年
の
冷
夏
に
よ
る
農
業
所
得
の

落
ち
込
み
や
、
法
人
所
得
の
減
税
と
、

国
に
よ
る
減
税
関
連
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

⑥
国
の
制
度
改
正
に
よ
る
医
療
、
診

療
報
酬
、
薬
価
基
準
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
南
　
　
雲
町
長

ω
交
付
税
の
見
積
り
は
、
五
年
度
の

交
付
実
績
を
べ
ー
ス
に
算
定
し
た
。

五
年
度
実
績
額
と
の
差
及
び
仙
田
地

過去5年間で43件の利用があった高床落雪式住宅
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地
の
大
き
さ
の
条
件
が
、
住
宅
密
集

地
で
は
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
、
過
去
五
年
間
で
の
利
用
割
合

が
か
な
り
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
落

雪
式
を
克
雪
住
宅
か
ら
除
外
し
て
も
、

今
後
の
克
雪
住
宅
の
普
及
促
進
に
は

支
障
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
耐
雪
式
や
融
雪
式
を
六
年

度
か
ら
貸
付
利
率
を
○
・
五
％
引
き

下
げ
、
よ
り
一
層
ご
利
用
い
た
だ
け

る
条
件
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

区
の
集
落
排
水
事
業
に
係
る
国
庫
補

助
分
が
交
付
税
に
切
り
替
わ
っ
た
分

が
、
主
な
変
動
部
分
で
あ
る
。
単
位

費
用
の
伸
び
は
ゼ
ロ
と
し
て
基
準
財

政
需
要
額
を
算
定
し
て
お
り
、
注
意

を
払
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
ご
承

知
い
た
だ
き
た
い
。

ω
農
業
所
得
標
準
作
成
上
で
は
、
作

況
指
数
一
〇
五
が
八
九
に
ダ
ウ
ン
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
十
ア
ー
ル
当
た

り
の
所
得
金
額
が
一
四
・
四
％
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ



　
へと

な
り
、
．
予
算
上
で
も
減
収
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
町
村
民
税

の
減
収
の
最
大
要
因
は
、
法
人
税
割

の
極
端
な
減
収
に
よ
る
も
の
で
、
町

内
お
よ
そ
百
の
法
人
が
軒
並
み
ダ
ウ

ン
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
国
で
実
施
す
る
減
税
策
に

お
け
る
町
へ
の
影
響
は
、
お
よ
そ
四

千
万
円
～
四
千
百
万
円
く
ら
い
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
減
収
分
に
つ

い
て
は
、
特
別
に
手
当
さ
れ
る
起
債

に
よ
っ
て
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

⑥
診
療
所
に
お
け
る
影
響
は
、
二
月

分
で
試
算
す
る
と
、
診
療
報
酬
で
は

五
・
七
％
程
度
の
増
点
が
見
込
め
る

も
の
の
、
薬
価
基
準
引
き
下
げ
に
よ

り
四
・
七
％
程
度
の
減
点
と
な
る
。

合
わ
せ
る
と
、
二
・
七
％
て
い
ど
の

歳
出
増
が
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
の
改
定
に
つ
い
て
、
ま
だ
細

部
資
料
が
入
手
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国

保
・
老
保
な
ど
の
会
計
に
お
い
て
影

響
が
ま
だ
つ
か
み
き
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
推
移
を
慎
重
に
見
極
め
て
、

健
全
財
政
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

診療所での診療のようす

嫁
・
婿
対
策
を
よ
り
積
極
的
に

　
　
　
　
押
木
　
　
　
呂
貝
議
口
貝

〇
六
年
度
予
算
で
は
、
嫁
・
婿
対
策

事
業
が
減
額
に
な
っ
た
。
よ
り
積
極

的
な
施
策
を
望
む

②
町
の
予
算
の
投
資
的
経
費
に
お
い

て
は
、
町
外
業
者
へ
の
工
事
委
託
依

存
度
が
比
較
的
高
い
。
町
民
が
町
つ

く
り
に
参
画
す
る
基
本
と
し
て
は
、

こ
れ
で
よ
い
の
か

　
　
　
南
　
　
雲
町
長

①
減
額
は
、
中
国
花
嫁
家
族
の
招
へ

い
事
業
が
、
中
国
政
府
の
国
際
結
婚

に
対
す
る
厳
し
い
対
応
な
ど
に
よ
り
、

ビ
ザ
の
取
得
が
不
可
能
と
な
り
、
一

時
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
た
た
め
、
招
へ
い
事
業
に
要
す
る

予
算
を
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。
再

開
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
ら
、
あ
ら

た
め
て
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

②
現
在
、
「
町
建
設
工
事
指
名
業
者

選
定
等
に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、

そ
の
事
業
の
地
区
的
な
考
慮
、
中
・

小
業
者
の
育
成
を
基
本
と
し
、
業
者

に
均
等
な
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
業

者
の
管
理
能
力
、
町
工
事
の
施
行
実

績
な
ど
を
勘
案
し
、
厳
正
に
対
処
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
年
の
事
業
の

内
容
に
よ
っ
て
、
町
内
業
者
の
方
々

に
す
、
べ
て
を
お
願
い
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
き
な
工
事
の

場
合
に
は
、
元
請
け
業
者
に
、
地
元

業
者
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

申
し
上
げ
て
お
る
し
、
業
者
の
方
々

も
、
そ
れ
な
り
の
営
業
努
力
を
お
願

い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
工
事
発
注
の
本
年
度
の
実
績
を
受

注
件
数
で
見
て
み
る
と
、
町
内
業
者

七
八
・
六
％
で
、
公
共
事
業
の
性
格

か
ら
し
て
、
ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
と
思

っ
て
お
る
し
、
町
内
業
者
で
で
き
な

い
業
種
や
、
そ
の
業
者
の
能
力
以
上

の
も
の
ま
で
お
願
い
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
振
興
に
「
道
の
駅
」
整
備

　
　
　
金
子
澄
男
議
員

　
地
域
振
興
と
広
域
的
な
取
り
組
み

を
す
る
た
め
、
国
道
4
0
3
号
と
2

5
2
号
の
交
差
す
る
付
近
に
、
J
A

と
協
力
し
て
、
川
西
道
の
駅
の
施
設

を
整
備
で
き
な
い
か

　
　
　
南
　
　
雲
町
長

　
農
協
の
本
来
の
営
業
活
動
を
通
し

て
、
十
分
に
持
ち
味
を
発
揮
し
て
も

ら
え
る
の
で
、
機
が
熟
せ
ば
大
い
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脾　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　騨　　　　　層　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　圃　　　　甲　　　　薗　　　一　　　一　　　一　　層　　『　　騨　　一　一　一　一
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可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
渋
海
川
流
域
の
市
町
村
、

国
道
4
0
3
号
や
2
5
2
号
沿
線
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
お
互
い
の
共

通
テ
ー
マ
を
掲
げ
な
が
ら
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
て
、
地
域
つ
く
り
を

す
る
こ
と
は
、
広
域
的
な
地
域
間
の

連
携
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
対
応
と
し
て

極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
平
成
七
年
度
に
予
定
し
て
い
る
第

五
次
町
総
合
開
発
計
画
策
定
の
中
で
、

事
業
展
開
に
つ
い
て
十
分
煮
詰
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
町
全
体
と
し
て
の

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

悪
臭
公
害
対
策
の
基
本
は
い
か
に

　
　
　
　
高
橋
　
重
議
員

｝
0
悪
臭
公
害
対
策
に
か
か
る
基
本
的

　
な
考
え
方
は

…
②
川
西
中
学
校
旧
体
育
館
施
設
は
、

　
処
理
を
ど
う
す
る
か

　
　
　
　
南
　
　
雲
町
長

…
①
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
は
、
長
期
に

わ
た
り
国
県
機
関
と
協
議
す
る
中
で
、

業
者
に
対
す
る
指
導
を
し
て
き
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
そ
の
対
策
の
決
め

手
に
な
る
も
の
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
畜
産
業
も
町
の
重
要
な
産
業

の
一
分
野
で
も
あ
り
、
そ
の
対
応
の

難
し
さ
も
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
最
近
、
バ
イ
オ
・

サ
イ
ク
ル
農
法
に
よ
る
有
畜
複
合
農

業
体
系
へ
の
移
行
も
進
め
ら
れ
て
お

り
、
極
め
て
有
効
な
も
の
と
考
え
て

お
る
。
業
者
の
方
で
も
こ
の
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
姿
勢
が

う
か
が
わ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も

機
運
を
大
事
に
育
て
て
い
き
、
お
互

い
に
相
対
立
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

こ
と
な
く
、
解
決
の
方
法
な
ど
を
探

っ
て
い
き
た
い
。

②
基
本
的
に
は
取
り
壊
し
を
行
い
、

使
用
で
き
る
も
の
は
再
利
用
す
る
よ

う
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

定
住
人
口
の
増
加
対
策
を
望
む

　
　
　
北
村
公
男
議
口
貝

　
街
路
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

町
営
住
宅
建
設
用
地
の
確
保
な
ど
に

よ
る
、
人
口
定
住
対
策
に
対
す
る
取

り
組
み
と
考
え
方
は

　
　
　
南
　
　
雲
町
長

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
六
年
度

は
都
市
計
画
決
定
の
周
知
と
、
事
業

を
理
解
し
て
も
ら
う
説
明
会
、
先
進

地
視
察
な
ど
の
啓
蒙
活
動
を
積
極
的
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に
進
め
た
い
。
早
期
着
手
に
努
め
る

が
、
具
体
的
な
年
度
な
ど
を
お
示
し

で
き
る
段
階
で
は
な
い
。
関
係
の
皆

様
方
と
じ
っ
く
り
協
議
し
た
中
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
で
あ
る
。

　
現
在
あ
る
町
営
住
宅
で
は
、
需
要

に
こ
た
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
常
に
、

十
人
程
度
の
入
居
待
機
者
を
抱
え
る

結
果
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
入
居

を
希
望
す
る
人
は
若
い
世
代
が
多
く
、

こ
の
需
要
に
こ
た
え
る
こ
と
は
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
に
も
大
き
な
効
果

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
六
年
度

は
町
営
住
宅
建
設
用
地
の
確
保
に
メ

ド
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
る
。
二

棟
の
建
設
用
地
を
基
本
に
、
既
存
の

十
一
戸
の
町
営
住
宅
の
集
合
も
念
頭

に
お
き
、
三
千
平
方
㌶
て
い
ど
の
用

地
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
塚
建
設
課
長
　
山
野
田
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
当
初
二
十
五
紛
の
規

模
を
、
平
成
四
年
に
入
っ
て
六
・
九

鈴
に
規
模
を
縮
小
し
て
設
立
準
備
委

員
会
を
組
織
し
て
進
め
て
き
た
。

　
昨
年
八
月
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
八

一
％
が
同
意
を
し
た
。
し
か
し
、
百

％
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
は

事
業
着
手
は
困
難
で
あ
り
、
準
備
委

員
会
で
は
、
地
権
者
総
会
を
開
き
、

こ
の
事
業
の
終
息
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
六

・
九
鈴
の
規
模
を
縮
小
し
て
、
引
き

続
い
て
こ
れ
か
ら
も
本
地
区
を
優
良

な
宅
地
供
給
基
地
と
し
て
、
事
業
化

に
向
け
て
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

関
係
者
を
前
に
あ
い
さ
つ
す
る

南
雲
町
長

………騒…………麟…………．．．。．．…，。…，…一．萎璽…羅……

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
に
、
保
育
園

児
の
急
増
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
町
立

幼
稚
園
が
、
幼
児
数
の
減
少
、
位
置

の
遍
在
に
よ
る
不
公
平
感
、
幼
児
教

育
の
一
元
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
二

十
八
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
卒
園
児
数
は
、

千
六
百
五
十
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
三
月
二
十
二
日
、
最
後
の
卒
園
児

三
十
五
人
と
そ
の
保
護
者
が
見
守
る

な
か
、
南
雲
町
長
、
金
子
教
育
委
員

長
ら
関
係
者
が
出
席
し
て
、
幼
稚
園

閉
園
記
念
式
典
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
代
表
か
ら
お
別
れ
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
最
後
に
園
児
全
員
で
合

唱
し
て
、
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

～
2
1
世
紀
の
町
農
業
農
村
の
姿
を
求
め
て

町
農
政
審
議
会
が
長
期
構
想
を
答
申

　
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
町
農
業

農
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
農
政

審
議
会
専
門
委
員
会
と
し
て
設
置
さ

れ
た
『
川
西
ふ
れ
あ
い
の
里
つ
く
り

塾
』
を
中
心
に
策
定
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
将
来
像

を
描
い
た
「
町
農
業
農
村
活
性
化
長

期
構
想
」
が
ま
と
ま
り
、
三
月
十
八

日
、
町
農
政
審
議
会
（
小
林
正
人
会

長
・
委
員
2
0
人
）
か
ら
南
雲
町
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
構
想
で
は
、
今
後
と
も
町
農
業
の

基
幹
作
目
を
稲
作
と
位
置
付
け
、
そ

の
生
産
の
担
い
手
は
生
産
組
織
で
あ

る
こ
と
を
基
本
に
、
ま
ず
、
既
存
生

産
組
織
を
法
人
化
し
、
旧
町
村
を
単

位
に
し
た
組
織
に
統
合
、
最
終
的
に

一
町
一
生
産
組
織
を
構
築
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
組
織
強
化

に
よ
り
、
冬
季
間
就
労
の
経
営
多
角

化
を
推
進
し
、
そ
こ
で
働
く
従
業
者

の
年
間
雇
用
、
他
産
業
と
同
等
以
上

の
所
得
・
休
日
な
ど
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
構
想
実

現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
も
盤
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
小
林
会
長
は
、
「
構
想
実
現
の
た
め

に
は
農
家
の
大
き
な
意
識
変
革
が
必

小
林
会
長
（
左
）
か
ら
南
雲
町
長

に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

要
だ
。
農
家
の
勇
気
あ
る
決
断
と
関

係
機
関
の
強
力
な
ご
支
援
ご
協
力
に

よ
り
、
着
実
な
前
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
期
待
す
る
」
と
述
、
べ
て
い
ま
し
た
。
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九
年
の
歴
史
に
幕

翔酬隠　7　　…冊P葦翫一・漸＿難

の代表がお別れの言葉を述べました

螺
禁
小
の
思
い
出
を
胸
に
刻
み
つ

　
明
治
七
年
十
一
月
、
仙
田
校

附
属
臼
倉
校
と
し
て
創
立
、
以

来
、
一
一
九
年
に
わ
た
っ
て
千

五
百
三
十
三
人
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
て
き
た
町
立
臼
倉
小
学

校
（
木
村
孝
太
郎
校
長
・
児
童

六
人
）
の
閉
校
記
念
式
が
三
月

二
十
六
日
、
同
校
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
会
場
と
な
っ
た
体
育
館

に
は
、
卒
業
生
や
住
民
、
来
賓

ら
お
よ
そ
三
百
人
が
駆
け
付
け
、

新
し
い
臼
倉
の
発
展
を
願
い
、

け
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
を
代
表
し
て
お
別
れ
の
言
葉

を
述
、
べ
た
田
中
茂
さ
ん
は
、
先
人
た

ち
の
労
を
た
た
え
た
あ
と
、
　
「
ピ
ー

ク
時
に
は
、
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て

百
五
十
人
も
の
児
童
・
生
徒
が
、
体

育
館
を
所
狭
し
と
走
り
回
っ
て
い
た

姿
を
咋
日
の
よ
う
に
思
う
。
万
感
胸

に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
押
し
寄
せ
る

過
疎
の
波
が
こ
の
ム
ラ
に
も
達
し
、

そ
の
波
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。
」
と
胸

中
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
同
小
校
庭
で
は
、

南
雲
町
長
揮
ご
う
に
よ
る
「
臼
倉
校

跡
」
の
記
念
碑
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
ほ
ヤ
り
イ
ヒ
ん

関
係
者
が
玉
串
を
奉
璽
し
ま
し
た
。



　　　　鍵
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地域活性プロジェクト

支援事業がスタート
　町驚磯璽成β年壌か蓬．斑内の各穫圃体や謬ループが釜れぞれの地

域の特性9資源な謬を活婦し驚行う．個牲的で魅力ある地域づく鱒事

業に対じ擢霧地域潜性プロジ鑑タ懸支援事業」鍵じ饗助成じ、住民自

趨行蟻地域づく轍を推進します。

☆事業申請は5月23日まで☆採択件数は4件程度の予定☆

★事業実施団体などの範囲

　地域づくりを目的に組織された構成員5

人以上のグループや、各集落、PTA、老人

会、青年会、芸能保存会などの団体を助成

対象とします。

★事業採択の基準

①地域固有の歴史、文化、景観、産業、そ

　の他の特性及び資源を活用し、又は新た

　に創造することにより、地域の魅力と活

　力の向上を図る事業であること。

②補助対象事業費（補助対象となる事業経

　費の合計）が10万円以上の事業であるこ

　と。

③団体などが自ら行う事業であって、原則

　として単年度で完了する事業であること。

④宗教行事や宗教的色彩の強い祭具・備品

　（御輿など）は対象外であること。

⑤国・県及び町の他の補助金、負担金など

　を受けて実施する事業は、原則として対

　象外であること。

★補助対象となる事業経費

　助成対象となる事業経費は、主に設計管

理などの委託費、工事請負費、備品購入費、

消耗品費、印刷製本費、会場・物品などの

借用料、会議茶菓代、講師謝礼金、通信運

搬費、物品製作費、調査・研究などの旅費、

原材料費などです。

i★補助率などの基準

①補助率は補助対象事業費（補助対象事業

　経費の合計）の60パーセント以内。　（特

　例として町が必要と認めた事業は80パー

　セント以内まで認める）

②補助金交付限度額はハード事業で200万円

　まで（特例は265万円）、ソフト事業で50

　万円（特例は65万円）までとする。

1★たとえばこんな事業が対象に

①ハード事業の一例

　・ショウブ園の造成や集会所周辺に花壇

　　を設置するなど、花いっぱい事業。

　・移動式屋台の製作。　（各種イベントな

　　どの屋台店として利用する）

　・夏季イベントでの雪活用事業。　（雪保

　存場所の整備や保存シートの購入）

　・部落の入り口に、部落をP　Rする大看

　板を設置する事業。

②ソフト事業の一例

　・村づくり基本計画策定事業。　（意識調

　査・解析・計画樹立など）

　・手作りの川西のど自慢大会の企画実行。

　・川西版ギネスブックの企画実行。

　・落語などの演芸会、講演会などの企画

　実行。

　・住民が楽しく参加できる、ユニークな

　イベントの企画実行。

詳しくは開発課振興係までお問い合わせください

岱68－3111（内線32）　　・　　有線2133
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カメラ

　ルポ

O
。

　
　
0
。

　
嚢
穏
五
圏
、
六
圏
睦
第
八
國
糊
西

雪
蒙
つ
鱒
が
開
が
れ
ま
し
た
。

　
望
覆
祭
は
、
総
合
体
育
館
脇
を
会

場
に
、
エ
ア
臼
ビ
タ
ス
、
少
年
ダ
雛

ス
零
子
園
さ
い
の
神
、
議
ス
が
わ

慌
じ
発
表
、
海
外
旅
行
の
か
か
っ
た

大
◎
※
ク
イ
ズ
な
ど
が
実
施
さ
れ
濠

じ
た
。
謹
た
、
簸
十
四
店
の
屋
台
の

前
誕
は
お
客
が
ご
っ
た
返
し
、
催
し

を
楽
纏
ん
で
い
濠
し
た
。

　
六
國
ぱ
、
驚
万
寺
ス
キ
ー
場
特
設

会
場
驚
雪
上
モ
ト
ク
ロ
ス
や
仮
装
夫

聞ば

ん
馬
大
会
、
雪
上
プ
レ
ー
ラ
ン

総
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
燃
や
せ
ハ

ー
欝
な
ど
を
実
施
。
庚
塚
野
球
場
欝

は
雪
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り

藻
じ
た
。
ち
な
み
縫
、
ユ
目
間
で
お

ま
そ
六
千
五
百
太
の
火
た
ち
が
参
加

鞍
で
《
れ
ま
し
た
。

　
濠
つ
り
の
中
か
ら
．
そ
の
｛
部
を

カ
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。

譲響

嚢
縣
灘

レ
ミ
ス
か
わ
に
し
も
、
ま
つ
り
に

　
一
役
（
左
か
ら
、
去
年
ミ
ス
の

青
木
さ
ん
、
星
名
さ
ん
。
今
年

ミ
ス
の
星
名
〈
和
〉
さ
ん
、
星

名
〈
薫
〉
さ
ん
）

燃
襲

綱

6．4．10⑧

ブのすべり台では

れが楽しみました

舗
“
叢
慰
轟

▲11チームが参加して
楽しいパフォーマンス

　を見せてくれた少年ダ
　ンス甲子園

19チームが参加して、パフォーマンスやタイムを競いあった
　　「仮装人間ばんば大会」



織繋＿＿懸
灘

　
　

　
　
灘

レ
「
雪
像
づ
く
り
大
作
戦
」
で
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
賞
を

く
受
賞
し
た
作
品

▲エネルギッシュなエアロビクス

　
　
〉
10
部
門
、
7
5
台
が
追
力
あ
る
レ
ー
ス
を
展
開

　
　
く
し
た
雪
上
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会

騨
購
職
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魍

縫
麟

織

▲前夜祭会場入り口には、キャンドルが
　みんなを出迎えてくれました

妻

欝

ゆ

難　
業

轍

▲6チームが参加して熱戦を繰り
　広げた少年雪上サッカー

　　　選手宣誓にも力が入ります。雪上ソフトボール
　　　大会には男女9チームが参加しました

⑨6．4．10
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キネとウスでついたおもちは最高です



4
月
ヵ
ら

千
手
小
学
校
（
36
人
）

　
里

　
香

難
由

　
山
島
一

　
丸
木
文

　
①
②
③

①北村竜一
②山野田
③力世

響　
子

　
菜、

香
　
夫

齢
林
島
三

　
小
木
大

　
①
②
③

鰯　
叢．鍵

①平野詩織
②四郎兼
③勝也

年
生

敬
称
略
・
順
不
同
（
①
氏
名

②
住
所
③
保
護
者
の
氏
名
）

①数藤僚太
②沖立
③義之

①斎藤陽子
②朝日町
③茂和

①星名友貴
②高原田
③百合子

　
子

　
梨

　
真
町

　
田
央

　
太
中
正

　
①
②
③

、
　
‘

　
四
月
五
日
、
町
内
の
各
小
学
校
で
、

入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
一

年
生
は
、
四
校
合
わ
せ
て
82
人
（
男

子
44
人
、
女
子
38
人
）
で
す
。

各
学
校
の
一
年
生
を
紹
介
し
ま
す
。

①桑原勝太
②栄町
③秋男

一淳
敷

橋
屋
一

高
中
賢

①
②
③

雲
尾

南
寺
浩

①
②
③

裕①五十月
②沖立
③雅幸

紀臨嬢
町
二

久
栄
広

①
②
③

①中条愛美
②坪山
③孫幸

　
西

　
り

弥
通

裕
所

木
電

押
発
浩

①
②
③

儒
美育名

友
雄

星
伊
恒

①
②
③

①平野実穂子
②四郎兼
③清志

　
　
　
⑭

太
　
　
　
0

啓
敷
　
　
－

雲
屋
啓
4。

南
中
守

　
　
　
　
　

①
②
③
6

①星名美穂
②伊友
③藤一

紀つな橋
町
一

高
上
俊

①
②
③

旭

乃彩橋
友

高
伊
武

①
②
③

　
西

　
り

佳
通

彩
所

藤
電
彦

工
発
寿

①
②
③

①中村
②坪山
③卯一

弓真村
山
一

中
坪
公

①
②
③

①星名大地
②木島
③弘行



①登坂泰子
②栄町
③光国

①松崎さおり
②発電所通り西
③慎一

①星名優佳
②伊友
③和幸

　　　蹴
①高橋敦史
②坪山
③伸一

①斎木悠矢
②神社町
③鉄也

之智
敷

林
屋
之

小
中
敏

①
②
③

①中村卓央
②坪山
③亨

鞭箋l　　　P　、鴇鰻、欝

　照　轍騨鮒ま灘耀

　①川崎正美
　②栄町
　③正義

鑑

購

太健水
町
昭

清
栄
昌

①
②
③

①高橋明彦
②坪山
③郁男

臣崇
敷

津
屋
浩

根
中
和

①
②
③

上
野
小
学
校
（
1
4
人
）

①丸山芽衣子
②新町新田
③正樹

①押木瑞紀
②元町
③美代治

　　驚鋼

①丸山秀基
②新町新田
③泰雄

響
　
、

①押木霞
②元町
③仁

平恭子
野

金
上
孝

①
②
③

①清水琢磨
②上野
③賢司

　ま

①中島都子
②上野
③勝志

灘　
香

　
絢

　
川
野
一

　
小
上
陽

轟
①
②
③

馨

①清水佑也
②下平新田
③克也

編

朗拓橋
領

高
三
優

①
②
③

隆
田

雅
新

山
平
三

内
下
幸

①
②
③

子合
田

百
新

品
町
幸

水
新
正

①
②
③

史研村
野

上
上
清

①
②
③

輝大
岸

橋
根

高
小
大

①
②
③

橘
　
小
学
校
（
1
8
人
）

萌村
田
浩

木
仁
一

①
②
③

①村越隼也
②野口
③益男

　　①星野友美
　　②野口
　　③久夫
⑪6．4．10



灘

①村越大樹
②野口
③仁

①永井裕貴
②木落
③健三

①渡辺嵩志
②仁田
③直子

子恵紗家
落
光

山
木
利

①
②
③

　
乃

　
貴

　
由

　
橋
田
美

　
高
仁
直

　
①
②
③

藝灘

樹歩
口
田
一

素
山
仁
守

繍
㈱
①
②
③

①涌井愛子
②仁田
③昭夫

祐洋山
田
義

丸
原
三

①
②
③

美琴村
田
美

中
仁
吉

①
②
③

①須藤雅人
②野口
③幸男

①田中裕美子
②仁田
③了介

①山本奈央
②仁田
③忍

猛巻
辛
人

藤
塩
正

①
②
③

慎坂
落
憲

保
木
達

①
②
③

①中村広伸
②大白倉
③庄平

①樋口陽太　　①丸山剛
②中仙田　　②中仙田
③純一　　　③基治郎

哉政坂
瀬
道

登
岩
正

①
②
③

仙
田
小
学
校
（
14
人
）

①増田勇士
②室島
③利昭

　
　
樹

　
　
儀
田

　
　
林
仙
幸

　
　
小
中
勝

薩
①
②
③

千紗田
島
一

増
室
裕

①
②
③

①増田悟
②室島
③光行

綾　
田

雲
仙

南
中
裕

①
②
③

嚢

裕・
喜
島
男

斎
室
一

①
②
③

鞭
灘

美愛木
脇
幸

斎
小
正

①
②
③

加彩野
島
行

茂
室
宏

①
②
③

①川崎有紀
②室島
③弘明

①小林沙友里
②中仙田
③久良

奈梨恵
田

橋
仙
明

高
中
雅

①
②
③
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑳

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

　
小
林
政
夫
氏
の
回
想
②

　
村
会
の
開
か
れ
る
日
は
議
員
衆
が

徒
歩
で
役
場
へ
集
ま
り
、
遠
い
集
落

の
人
は
泊
り
が
け
に
な
っ
た
。
中
仙

田
に
は
三
軒
の
宿
が
あ
り
、
薬
師
に

は
松
永
村
長
の
側
近
と
も
と
れ
る
主

流
派
が
泊
り
、
宮
城
屋
に
は
大
貝
・

大
小
臼
倉
・
桐
山
・
高
倉
の
実
力
者

が
、
渋
海
屋
に
は
霧
谷
・
藤
沢
・
大

倉
の
オ
ト
ト
た
ち
が
泊
っ
た
。

　
あ
る
日
の
村
会
で
お
茶
を
出
し
て

い
た
ら
、
松
永
村
長
が
議
員
衆
に
豪

儀
な
こ
と
を
言
っ
て
い
て
驚
い
た
。

　
「
小
職
が
こ
の
村
に
着
任
し
て
か

ら
村
会
も
か
な
り
開
か
れ
た
が
、
皆

さ
ん
の
中
に
は
ま
だ
一
度
も
発
言
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
何
人
か
い
る
。

た
ま
に
手
を
上
げ
て
も
某
議
員
の
よ

う
に
”
便
所
へ
や
っ
て
く
れ
”
と
い

う
次
元
の
低
い
発
言
で
、
こ
れ
で
は

議
員
の
良
識
を
疑
わ
れ
て
も
し
か
た

が
な
い
。
質
間
し
、
意
見
を
述
べ
る

人
の
中
に
も
、
議
案
の
内
容
を
よ
く

の
み
こ
ん
で
い
な
い
人
が
い
る
。
村

民
の
声
を
代
弁
す
る
議
員
で
あ
る
か

ら
に
は
も
っ
と
勉
強
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た

が
、
み
ん
な
が
シ
ン
と
し
て
聞
い
て

さ
か
ら
う
議
員
は
い
な
か
っ
た
。

　
召
集
令
状
が
来
た
時

　
学
校
間
題
の
さ
な
か
に
支
那
事
変

（
当
時
は
そ
う
呼
ん
だ
）
が
お
き
、

駐
在
所
か
ら
「
動
員
が
来
た
」
と
音

が
あ
っ
て
み
ん
な
が
緊
張
し
た
。
急

　
　
　
　
　
　
　
う
ち
し
ン
リ

い
で
動
員
事
務
室
を
持
え
、
三
役
と

兵
事
係
が
襟
を
正
し
、
誰
が
大
君
に

召
さ
れ
た
の
か
と
年
次
、
兵
種
別
の

在
郷
軍
人
名
簿
を
整
え
て
待
ち
受
け

た
。
仙
田
村
に
始
め
て
の
召
集
令
状

は
大
貝
の
小
川
馬
作
と
高
倉
の
高
橋

兵
治
と
赤
谷
の
星
名
和
吉
の
三
人
で

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　
駐
在
所
か
ら
「
動
員
」
の
連
絡
が

あ
る
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
い
つ

も
退
庁
後
で
、
十
日
町
警
察
署
の
巡

査
が
召
集
令
状
を
持
っ
て
役
場
へ
来

る
の
は
真
夜
中
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
役
場
の
近
く
に
住
む
小
林
政
太

郎
・
小
林
徳
蔵
・
佐
藤
梅
作
・
小
林

茂
吉
の
各
氏
を
緊
急
時
の
非
常
駆
付

人
に
委
嘱
し
て
お
き
、
電
話
が
無
い

時
代
な
の
で
音
が
あ
る
と
駆
付
人
が

手
分
け
し
て
村
長
、
助
役
、
収
入
役
、

兵
事
係
宅
へ
告
げ
に
走
り
、
三
役
と

兵
事
係
は
役
場
へ
来
て
本
署
の
巡
査

の
到
着
を
待
ち
構
え
た
。
令
状
を
受

領
す
る
と
直
ち
に
応
召
兵
に
届
け
た

が
、
深
夜
に
起
こ
さ
れ
た
本
人
や
家

族
は
驚
い
て
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
た
。

雪
の
降
る
時
は
道
踏
人
足
を
付
け
、

大
貝
や
桐
山
へ
届
け
て
帰
る
と
夜
が

明
け
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
お
ん
ね
ん

童
子
ヶ
島
の
怨
念

　
あ
る
年
秋
の
朝
早
く
、
童
子
ヶ
島

の
渋
海
川
寄
り
ガ
ケ
下
の
中
腹
に
、

役
場
農
業
技
術
員
の
自
転
車
が
落
ち

て
い
る
の
を
通
行
人
が
発
見
し
た
。

仕
事
熱
心
な
こ
の
技
術
員
は
大
臼
倉

へ
山
百
合
と
人
参
の
出
荷
を
指
導
に

行
き
、
帰
り
が
遅
く
な
っ
て
自
宅
へ

戻
ら
ず
薬
師
旅
館
に
泊
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
朝
未
明
に
自
転
車
で

赤
谷
へ
出
掛
け
、
そ
の
帰
り
に
、
ぬ

か
る
む
童
子
ヶ
島
の
難
所
を
走
行
中

ヨ
ジ
ケ
テ
転
落
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

　
全
集
落
の
警
防
団
が
出
動
し
、
長

雨
で
増
水
し
た
濁
流
の
雨
岸
で
大
規

模
な
捜
索
が
幾
日
も
続
け
ら
れ
た
が

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

宿
直
の
夜
に
怪
奇

　
遺
体
の
捜
索
が
続
い
た
あ
る
夜
、

オ
ッ
カ
ナ
ガ
リ
で
知
ら
れ
た
登
坂
知

良
書
記
が
役
場
の
宿
直
で
寝
て
い
た

ら
、
真
夜
中
に
突
然
、
頭
上
の
臼
い

電
気
の
笠
が
電
球
ご
と
落
下
し
て
あ

た
り
が
真
っ
暗
に
な
り
、
そ
の
と
き

切
な
げ
に
男
の
泣
き
声
が
し
た
。
翌

朝
出
勤
し
た
職
員
衆
に
こ
の
話
を
し

た
ら
、
川
の
底
に
沈
ん
で
い
る
技
術

員
が
「
早
く
見
付
け
て
く
れ
」
と
頼

み
に
来
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
の
晩
か
ら
み
ん
な
が
気
味

悪
が
っ
て
宿
直
を
嫌
が
り
、
オ
レ
が

父
の
政
太
郎
と
二
人
で
幾
晩
も
泊
っ

た
が
オ
ッ
カ
ナ
ク
テ
眠
れ
な
か
っ
た
。

　
数
日
後
、
虫
が
知
ら
せ
た
と
で
も

言
う
の
か
、
岩
瀬
の
土
新
田
で
登
坂

　
　
　
　
　
　
と
ぴ
ぐ
ち

書
記
が
川
底
に
鳶
口
を
入
れ
て
探
し

て
い
た
ら
、
背
中
が
妙
に
ザ
ワ
ザ
ワ

し
、
フ
ト
後
ろ
を
向
い
た
ら
髪
振
り

乱
し
た
技
術
員
の
腐
乱
し
た
頭
が
ブ

ワ
ッ
と
浮
き
上
が
っ
た
の
で
腰
を
抜

か
し
た
。
そ
の
夜
、
こ
の
仏
様
が
夢

枕
に
立
っ
て
お
礼
を
述
べ
、
登
坂
氏

は
一
晩
中
う
な
さ
れ
た
と
い
う
。

　
村
は
故
人
を
準
村
葬
で
弔
っ
て
業

績
を
偲
び
、
ご
め
い
福
を
祈
っ
た
。

悲
劇
を
く
り
か
え
す
な

　
仙
田
村
の
学
校
間
題
は
集
落
ご
と

に
利
害
得
失
が
あ
っ
て
も
め
た
が
、

気
の
毒
な
の
は
犠
牲
に
な
っ
た
子
ど

も
た
ち
で
あ
っ
た
。
中
仙
田
校
で
も

赤
岩
校
で
も
、
高
等
科
へ
行
っ
た
人

と
そ
う
で
な
い
者
の
間
に
は
今
で
も

へ
だ
た
り
が
あ
り
、
親
近
感
が
わ
か

な
い
。
学
校
間
題
で
あ
れ
ほ
ど
騒
い

だ
の
に
、
五
十
年
後
の
今
考
え
て
み

て
も
得
に
な
っ
た
も
の
は
何
一
つ
無

く
、
児
童
、
生
徒
に
あ
た
え
た
心
の

傷
だ
け
が
深
く
残
っ
て
い
る
。

　
中
仙
田
で
も
ム
ラ
が
二
つ
に
割
れ
、

同
級
生
も
相
反
し
、
い
ま
だ
に
不
仲

の
な
ご
り
が
温
存
さ
れ
て
い
る
。
童

子
ヶ
島
へ
の
統
合
に
賛
成
し
た
川
西

の
衆
は
や
や
消
極
的
で
大
勢
並
み
、

川
東
の
衆
は
何
ご
と
に
よ
ら
ず
積
極

的
な
村
民
性
が
係
わ
っ
て
、
ド
ッ
コ

イ
と
な
る
と
今
で
も
考
え
方
に
相
違

が
あ
る
。
こ
の
さ
い
学
校
間
題
の
歴

史
を
正
し
く
と
ら
え
、
将
来
も
ふ
ま

え
、
悲
劇
を
二
度
と
く
り
か
え
さ
な

い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　
昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
オ

レ
は
退
職
し
た
。
意
見
し
て
く
れ
る

人
が
あ
っ
た
が
、
五
年
も
勤
め
て
一

ヶ
月
金
十
五
円
の
給
料
で
は
あ
ん
ま

り
だ
と
考
え
て
の
辞
職
だ
っ
た
。
四

月
か
ら
東
京
の
肉
屋
へ
奉
公
し
た
ら

一
ヶ
月
二
士
二
円
で
、
自
分
の
小
使

い
を
毎
月
三
円
残
し
、
あ
と
は
全
額

送
金
し
て
孝
行
息
子
と
い
わ
れ
た
。

動
員
が
来
た
仙
田
村
役
場

（
中
仙
田
・
小
林
政
夫
さ
ん
提
供
）
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ム
國
圖
團

圃
函
回
▽

話
題
の
政
治
に
関
す
る
本
紹
介

○
日
本
を
ダ
メ
に
し
た
九
人
の
政
治

　
家
　
　
　
　
講
談
社
　
浜
田
幸
一

　
腐
敗
政
治
家
を
一
掃
す
る
衝
撃
の

書
と
し
て
、
売
れ
て
い
る
本
の
ト
ッ

プ
を
記
録
し
て
い
る
。
九
人
の
政
治

家
に
自
ら
の
名
も
連
ね
て
書
い
て
い

る
。
実
名
．
実
話
と
し
て
「
本
書
を

出
し
て
も
腐
敗
政
治
家
た
ち
が
な
お

居
直
る
よ
う
な
ら
、
第
二
弾
を
書
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ぎ

○
鄙
の
論
理
　
　
　
　
　
光
文
社

　
　
　
　
　
　
　
も
り
ひ
ろ

　
　
　
　
　
細
川
護
煕
・
岩
国
哲
人

　
中
央
集
権
体
制
の
な
か
で
、
い
か

に
地
方
か
ら
の
発
想
が
大
切
で
あ
る

か
を
訴
え
て
い
る
。
細
川
護
煕
氏
（
現

首
相
）
は
、
熊
本
県
知
事
時
代
に
「
国

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
地
方
か
ら
変
わ

っ
て
み
せ
る
」
と
。
　
岩
国
哲
人
氏

（
現
出
雲
市
長
）
は
、
　
「
行
政
は
最

大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ
」
と
。
地
方

か
ら
の
論
理
を
、
行
政
経
験
を
通
し

て
具
体
的
に
施
策
を
訴
え
て
い
る
。

○
せ
い
い
っ
ぱ
い
ー
半
自
伝
－

　
　
　
朝
日
新
聞
社
　
土
井
た
か
子

　
護
憲
の
立
場
か
ら
、
ふ
だ
ん
着
の

政
治
を
め
ざ
し
た
著
者
（
現
衆
議
院

議
長
）
の
ひ
と
と
な
り
が
う
か
が
え

る
。
私
の
た
ど
っ
た
道
で
は
、
反
戦

を
唱
え
る
原
点
に
、
自
ら
の
神
戸
大

空
襲
の
体
験
を
あ
げ
て
い
る
。

　
他
に
次
に
掲
げ
る
本
も
あ
り
ま
す
（
、

○
オ
ヤ
ジ
と
わ
た
し
　
　
早
坂
茂
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

○
な
ぜ
・
田
中
真
紀
子
は
吼
え
る
の

か
　
　
　
　
　
　
板
垣
英
憲

○
日
本
改
造
計
画
　
　
　
小
沢
一
郎

　
ひ

○
鄙
人
の
発
想
　
　
　
　
　
矢
野
学

意
善

（敬称略）

社会福祉に

丸山　　明（上　町）50万円

北村フミ子（山野田）10万円

平野俊幸（上町）10万円

白南風社（中央町）10万円

川西分遣所（霜　条）　5千円

広報発行に

ダイヤパレス苗場　　　　1万円

登坂博史（浦和市）　1万円

謬
、
G
高
崎
正
風
選

浬
繋
図
の
大
き
く
下
が
る
堂
暗
し

幸
薄
き
弟
の
忌
よ
月
朧

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

鍬
初
め
ま
づ
三
度
豆
ま
き
に
け
り

風
花
や
村
に
明
り
の
と
も
り
初
む

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

晒
し
布
色
と
り
ぐ
に
春
の
雪

悩
み
事
解
決
し
た
る
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

披
璃
越
し
の
梅
に
遊
べ
る
目
白
見
る

ぶ
ん
ご
梅
散
ら
し
て
目
白
去
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

赤
城
山
ま
た
見
上
げ
て
は
麦
を
踏
む

さ
ん
さ
ん
と
輝
や
く
海
や
目
刺
干
す

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

路
地
裏
に
畳
屋
が
来
て
春
日
向

丹
念
に
爪
切
る
い
と
ま
春
日
向

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

一
本
の
柳
の
目
立
つ
芽
吹
き
か
な

裏
山
に
春
の
小
鳥
の
来
た
る
声

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

尼
寺
の
タ
ベ
静
か
や
落
ち
椿

～
川
西
都
市
計
画
～

耕
し
て
お
茶
一
ぷ
く
の
夫
婦
か
な

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

乳
牛
の
模
様
の
様
に
残
る
雪

茶
畑
に
消
雪
灰
を
撒
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

悼
み
し
手
を
あ
た
た
め
つ
・
雪
払
ふ

は
て
し
な
き
空
高
々
と
鳶
の
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢
澄
代

雪
の
中
よ
り
ほ
こ
ろ
び
ぬ
雪
椿

凍
て
つ
き
し
雪
原
を
子
等
駈
け
ゆ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

朗
々
と
弔
句
流
る
る
牡
丹
雪

牡
丹
雪
舞
ひ
ゐ
る
中
を
出
棺
す

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名

米
売
場
に
は
何
も
な
き
彼
岸
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎

懐
し
き
小
鳥
窓
辺
に
春
を
告
ぐ

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂

一
ノ
字
と
な
り
畦
裏
に
残
る
雪

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間

寒
鱈
の
切
ら
れ
て
口
を
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢

　
　
　
　
　
　
志
木
市

4
月
－
日
か
ら

子
ど
も
等
の
連
れ
だ
ち
来
た
る
浬
繋
か
な

囲
は
れ
し
ま
・
に
ぼ
た
ん
の
芽
の
太
り

む
ら
さ
き
の
風
に
揺
れ
い
る
犬
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
十
久
二 即幸難孟蟹墾罷

用
途
地
域
と
都
市
計
画
道
路
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

　
本
紙
、
平
成
六
年
一
月
～
三
月
号

で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
川
西
都
市

計
画
の
罵
途
地
域
と
都
市
計
画
道
路

（
街
路
）
が
、
四
月
一
日
付
け
で
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
胴
途
地
域
指
定
に
よ
り
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
用
途
、

容
積
率
、
建
ぺ
い
率
及
び
各
種
の
高

さ
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
は
、
道
路
区
域
内
に
は
建
築

物
を
建
築
す
る
と
き
に
は
規
制
が
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

枯
葉
除
け
泥
除
け
蕗
の
墓
を
摘
む

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク
ー
0

黒
猫
の
旗
吹
雪
か
る
る
峡
の
宿
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い
　
●

三
光
丸
入
替
え
風
船
く
れ
に
け
り
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
向
山

木
の
根
元
ぐ
る
り
と
雪
の
消
え
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

地
の
青
さ
空
の
蒼
さ
や
い
ぬ
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

雪
融
け
の
瀬
音
の
高
き
信
濃
川

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

い
ち
早
く
囲
い
外
せ
る
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

お
そ
咲
き
の
梅
匂
い
け
り
彼
岸
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

ま
ん
さ
く
を
手
折
り
て
も
ど
る
凍
渡
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

犬
に
く
る
注
射
の
知
ら
せ
春
め
け
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

膝
病
み
の
医
よ
り
も
効
く
と
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

昏
れ
な
ず
む
山
紫
に
弥
生
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

訪
づ
れ
る
さ
く
ら
前
線
ニ
ュ
ー
ス
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

配
給
の
頃
の
目
刺
の
偲
ば
る
・

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

か
り
ま
す
。

　
こ
の
周
途
地
域
及
び
都
市
計
画
道

路
に
つ
い
て
、
図
面
の
縦
覧
が
い
つ

で
も
で
き
ま
す
。
建
築
物
の
新
築
、

改
築
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

ら
か
じ
め
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
響
六
八
ー
三
『
『
一
）

　
　
　
（
有
線
　
二
一
二
三
）



土
地
取
引
に
は
眉
け
出
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

●千手・上野・橘地域の都市計画区域

5，000r而以上

●その他の区域

取
り
引
き
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合

で
あ
れ
ば
売
主
と
買
主
）
は
、
取
り

引
き
の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
記

入
し
た
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
、
契

約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
役
場
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
役
場

に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
開

発
課
振
興
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

騙
．
開

ロ＝
蝦

O

笥…

●売買　　●代物弁済

●交換　　●共有持分の譲渡

●営業譲渡●地上権・賃借権の設定、譲渡

●譲渡担保●予約完結権・買戻権などの譲渡

．
禦
軽
縫
羅
き
惹
み
愚
さ
と
の
味
肇
㊨

驚
毒
◆
．
”
聾
．
◆
、
諺

　
　
　
ゆ

　
　
　
か

　
　
　
栂

・“
■
腐
｝

ド　・瀞r6卜帯r6卜周齢ro』・瀞・o』“ro』・ゆ◆・鴫Pr●』硝

　　　　　　　　　　　　　『

㌧“◆瀞ψ．ψ◆瀞◆瀞◆瀞◆群φ．硝

■材　料

　・粉（うるち米6に対し、もち米
　　　　4の割合で粉にしたもの）

　・打ち豆3009（5人分）

■調味料

　・出し汁2カップ　・酒大サジ4
　・砂糖大サジ4

　・しょう油大サジ4

　・揚げ油適当

■調理方法

　①打ち豆を熱湯2カップで20分浸
　　す。

　②粉に①をよくこね、棒状にして

　　1cmくらいの厚さに切る。

　③切ったものを油でキツネ色に揚

　　げる。

　④たっぷりの調味料で15分くらい
　　煮詰める。

健
診
を
受
け
て
健
康
管
理
を
！

　
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
な
ど

の
成
人
病
の
多
く
は
、
生
活
の
仕
方

が
原
因
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
食
生
活
・
運
動
不
足
・
ス
ト
レ

が
積
み
重
な
っ
て
、
や
が
て
は
発
病

す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
「
受
診
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
脳
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
循
環
器

系
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
表
1
の
よ

う
に
、
受
け
た
人
は
八
五
・
九
％
で

し
た
。
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
で
、

隠
れ
て
い
る
病
気
の
芽
を
見
つ
け
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
住
民
検
診
結
果
で
は
、
異
常
な
し

の
人
が
年
々
減
少
し
、
要
指
導
・
要

医
療
の
方
が
八
五
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
高
血
圧
・
心
障
害
・

動
脈
硬
化
症
と
い
っ
た
異
常
の
あ
る

方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ス
・
過
労
な
ど
、
毎
日
の
生
活
習
慣
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
⑱
㈹

表（1）受診状況アンケート結果（H4・回収率94．4％）

表（2）住民検診結果

　H3年　　　　異常なし　　　要指導　　　　要医療
　　2390人　　26・2％　　　36・3％　　　　37・5％
　　　，

　H4年
　　　　　　　　19．1％　　　41．6％　　　　　39．3％
　　2274人
　　　’

　H5年
　　　　　　　　14．7％　　　41．2％　　　　　44．1％
　　　1，885人

14．7％ 41．2％ 44．1％

　
健
康
状
態
を
継
続
的
に
チ
ェ
ッ
ク
⑳
囲

蹴
い
っ
薙
曝
難
糧
鞠

託
難
薙
落
齢

味
に
し
て
い
る
人
、
禁
煙
し
た
人
、
　
爾
魎

欝響

綴
編

継
続
の
励
ま
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
診
は
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
厄
年
・
還
暦
対
象
者
に

は
、
無
料
受
診
券
が
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

朋四□
　　　　　H3　　H4

／11．4

　〈高血圧〉

　　　　21．0

　　　く貧血〉

／邸

〈動脈硬化症〉
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叢
旗舞貿

ザ
き
き
§
き
き
　

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
と
く
や
　
司

片
桐
徳
也
裕
　
子
長
男
小
白
倉

　
　
　
し
ょ
う
ご
　
　

大
久
保
省
悟
克
、
美
長
男
野
　
口

養
．
曜
安
雄
長
女
新
町
新
田

　
　
　
　
　
ま
ゆ
み

高
橋
曝
媛
智
男
上
町

　
　
き
ょ
う
へ
い
正
り

江
口
　
恭
平
綾
　
親
二
男
新
町
新
田

た
か
さ
ご
　
ご
円
満
に

（
欝
墾
鎖
か
ら

　　ハ　　　　　　　ハ　　　　
　L　大五平庭竹高小井

1嶋恵野野内橋枷Il

営　美義旬秀ゆ俊　貴
　　　　　か　歩》　幸典子樹り朗　光

新
町
新
田

＋
日
町
市
か
ら

伊
友

＋
日
町
市
か
ら

＋
日
町
市
か
ら

東
善
寺

野
　
口

上
　
野
か
ら

昇
天
ー
こ
め
い
福
を
祈
る

丸
山
キ
ヨ
ノ
7
0
（
新
吾
）
木
落

離案暑酪
　川
コ喫惣トひ長
ノ治司ミさ栄
979386858579
　　　　ハ　パ　　　ハ
晴三誓松　本
　代一太昇
夫治郎郎　人
）　）　）　）　）　）

瀦羅沖仁寅
町倉兼立田町

長
谷
川
理
久
治
9
3
（
三
代
治
）
大
白
倉

　
（
3
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

4
月
1
日
か
ら
「
松
葉
荘
」
は

　
　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
管
理
運
営

　
地
域
休
養
施
設
「
松
葉
荘
」
は
、

地
域
の
振
興
と
町
民
の
心
身
の
休
養

な
ど
を
図
る
た
め
、
新
農
業
構
造
改

善
事
業
で
整
備
さ
れ
、
昭
和
五
十
八

年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
。
以

来
十
年
、
町
直
営
と
い
う
形
で
管
理

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
政

的
手
法
で
こ
の
種
の
施
設
を
経
営
す

る
に
は
限
界
も
あ
り
、
建
設
当
初
か

ら
、
い
ず
れ
は
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

で
と
い
う
こ
と
で
、
諸
情
勢
を
見
す

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
そ
の
機
が
熟
し
、
四
月

一
日
か
ら
、
「
松
葉
荘
」
を
民
活
の

力
で
よ
り
一
層
効
率
的
に
高
め
、
利

用
者
二
ー
ズ
に
こ
た
え
る
経
営
を
目

指
し
、
町
活
性
化
拠
点
施
設
と
す
ベ

　
　
ラ

く
、
麻
松
葉
荘
に
よ
り
管
理
運
営
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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2
年
村
越
藍
子
さ
ん

3
年
藤
巻
　
希
さ
ん

5年野沢佳子さん

〈
橘
　
小
学
校
丁

6．4．10⑯

（口㌧

4
年
和
久
井
早
苗
さ
ん

6年野沢佳代さん

1年やまがゆうへい君

※学年は3月当時のものです。

（5月号は仙田小学校です）


